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矢
島

大きく育ってね!!
今月の主な内容
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モンゴル国大使講演会

町民運動会

ほけんだより

東海林良介氏勲四等受章

がんばれ矢中健児

情報コーナー

５月21日(月)真夏のような日差しの

中、小学校４年生70名がアユの放流

を行いました。今年は６～７センチ

に成長した稚魚４万匹の放流となり

ました。今回を含め３箇所で放流が

行われ、計12万匹が子吉川に放流さ

れます。



モ
ン
ゴ
ル
国
大
使

　
　
　
　
　
来
　
町

講演するモンゴル国大使．ソドブジャムツィン・フレルバートル氏

　
こ
の
た
び
矢
島
町
で
は
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ
る
町
づ
く
り

と
花
立
観
光
施
設
の
目
玉
と
し
て
、

日
本
モ
ン
ゴ
ル
親
善
協
会
を
通
じ

て
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
住
居
「
ゲ
ル
」

を
２
棟
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
矢
島
町
と
モ
ン
ゴ

ル
国
の
友
好
を
深
め
る
こ
と
と
な

り
５
月
14
日
（
月
）
駐
日
モ
ン
ゴ
ル

国
特
命
全
権
大
使
ソ
ド
ブ
ジ
ャ
ム

ツ
ィ
ン
・
フ
レ
ル
バ
ー
ト
ル
氏
夫

妻
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
国
の
大
使
が
来
町
さ
れ
る
の

は
矢
島
町
で
は
初
め
て
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
快
晴
で
、
気
温
も
全

県
２
番
目
と
な
る
28
・
３
℃
。
霊
峰

鳥
海
山
も
美
し
い
姿
を
見
せ
、
大

使
夫
妻
の
来
町
を
歓
迎
し
て
い
る

か
の
よ
う
で
し
た
。

　
記
念
講
演
会
は
、
日
新
館
大

ホ
ー
ル
で
午
後
１
時
30
分
よ
り
行

わ
れ
、
中
学
生
80
名
、
高
校
生
１
２

０
名
を
含
め
た
約
３
０
０
名
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
に

先
立
ち
大
使
夫
妻
に
歓
迎
の
花
束

が
わ
た
さ
れ
た
あ
と
、
記
念
品
の

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
モ
ン
ゴ

ル
大
使
と
モ
ン
ゴ
ル
親
善
協
会
か

ら
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
を
描
い

た
絵
画
、
矢
島
町
か
ら
大
使
に
は

漆
器
生
駒
塗
の
皿
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
講
演
会
は
「
モ
ン
ゴ
ル
国
と
日

本
」
と
題
し
て
行
わ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル

国
の
位
置
は
ロ
シ
ア
と
中
国
の
中

間
に
あ
り
、
国
土
は
日
本
の
４
倍
、

人
口
は
日
本
の
１
／
50
（
２
４
５

万
人
）
で
人
口
の
半
分
が
18
歳
以

下
で
あ
る
。
若
者
の
国
モ
ン
ゴ
ル

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
モ
ン
ゴ
ル
は
13
世
紀
に
ジ
ン
ギ

ス
ハ
ン
に
て
統
一
、
社
会
主
義
国

が
10
年
前
に
民
主
化
と
な
り
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
歴
史
は
古
い
が

新
し
い
国
、
若
い
国
で
あ
る
と
強

調
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　「
民
主
化
と
な
り
経
済
情
勢
が
苦

し
い
と
き
に
一
番
最
初
に
援
助
し

て
く
れ
た
の
が
日
本
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
国
と

の
友
好
を
支
え
て
い
き
た
い
」
と

大
使
は
語
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
国
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
や
新
生

モ
ン
ゴ
ル
国
の
現
在
の
国
内
情
勢

と
遠
い
祖
先
が
同
じ
民
族
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
貴
重
な
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
、
モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い

て
の
質
問
に
は
中
高
生
か
ら
「
私

た
ち
に
で
き
る
援
助
が
あ
り
ま
す

か
」
、
「
ゲ
ル
の
長
所
と
短
所
は
」
、

「
モ
ン
ゴ
ル
国
旗
の
意
味
は
」
な
ど

の
質
問
が
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、

モ
ン
ゴ
ル
へ
の
関
心
が
深
ま
っ
た

よ
う
で
し
た
。「
遊
牧
民
の
子
供
達

は
学
校
へ
は
ど
の
よ
う
に
通
っ
て

記
念
講
演
会
・
馬
頭
琴
演
奏
会
　
開
催



モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
住
居
「
ゲ
ル
」

い
る
の
か
」
の
質
問
に
は
「
馬
に

乗
っ
て
学
校
ま
で
通
っ
て
い
る
」

と
の
答
え
で
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
中
学
生
の
質
問

　
講
演
会
終
了
後
に
は
、
モ
ン
ゴ

ル
遊
牧
民
族
の
伝
統
楽
器
「
馬
頭

琴
」
の
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
馬
頭
琴
」
は
馬
の
尾
毛
を
束
ね

た
弦
を
弓
で
擦
る
楽
器
で
、
そ
の

起
源
に
つ
い
て
は
様
々
な
伝
説
が

あ
り
ま
す
。
何
ら
か
の
企
み
に

よ
っ
て
愛
馬
を
殺
さ
れ
た
人
物
の

悲
し
み
の
心
が
馬
の
亡
骸
を
楽
器

に
し
た
て
る
と
い
う
筋
立
て
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
馬
頭
琴
の
先

端
に
は
必
ず
馬
の
頭
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
来
町
さ
れ
た
演
奏
者
は
、

イ
ワ
ノ
フ
・
ア
マ
ル
ト
ヴ
ィ
シ
ン

氏
と
シ
ャ
ラ
ブ
ー
ア
リ
ル
デ
ィ
・

ボ
ル
ド
バ
ー
ド
ル
氏
。
二
氏
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
モ
ン
ゴ
ル
ラ

リ
ー
」、「
皆
既
月
食
」
等
の
テ
ー
マ

曲
を
馬
頭
琴
で
演
奏
す
る
な
ど
活

躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
会
場
の
皆
さ
ん
は
、
な
か
な
か

聴
く
こ
と
の
で
き
な
い
馬
頭
琴
の

演
奏
に
、
遠
い
祖
先
の
思
い
出
や

大
草
原
を
走
る
馬
を
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
、
美
し
い
音
色
に
魅
了
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
演
奏
会
終
了
後
、
日
新
館
前
に

設
営
さ
れ
た
ゲ
ル
の
設
営
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
の
お

茶
「
ス
ー
テ
ー
ツ
ァ
イ
」
が
振
舞
わ

れ
ま
し
た
。

　
ゲ
ル
の
説
明
は
日
本
モ
ン
ゴ
ル

親
善
協
会
事
務
局
長
、
柳
澤
徳
次

氏
に
よ
り
行
わ
れ
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧

民
の
生
活
や
文
化
に
つ
い
て
も
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
矢
島
」
で
の

　
　
　
　
　
　
馬
頭
琴
の
演
奏

　
こ
の
あ
と
、
大
使
夫
妻
は
Ｔ
Ｄ

Ｋ
―
Ａ
Ｃ
Ｃ
矢
島
工
場
を
視
察
。

馬
頭
琴
演
奏
者
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
ふ
る
さ
と
矢
島
」
を
訪
問

し
、
日
本
の
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
や

「
赤
と
ん
ぼ
」
な
ど
も
加
え
て
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。
演
奏
終
了
後
に
は

入
所
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
「
感
激

し
ま
し
た
」、「
頑
張
っ
て
下
さ
い
」

と
声
を
か
け
ら
れ
握
手
を
交
わ
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
夕
方
５
時
30
分
か
ら
矢
島
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
始
め
と
す

る
関
係
者
は
大
使
夫
妻
を
囲
み
歓

談
し

て
お
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
花
立
牧
場
公
園
を

は
じ
め
鳥
海
山
５
合
目
祓
川
を
視

察
し
ま
し
た
。
大
使
は
、
５
月
の
中

旬
に
日
本
で
雪
上
を
歩
い
た
の
は

初
め
て
で
、
モ
ン
ゴ
ル
の
人
に
話

を
し
て
も
き
っ
と
信
じ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
と
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
大
使
夫
人
は
雪
渓
に
孫
の
名
前

を
足
跡
で
書
き
残
す
な
ど
し
て
鳥

海
山
の
自
然
を
満
喫
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
こ
の
春
オ
ー
プ
ン
し

た
「
ミ
ル
ジ
ー
」
や
「
や
さ
い
王
国
」

な
ど
を
視
察
し
午
後
の
便
で
秋
田

を
後
に
し
ま
し
た
。

　
鳥
海
山
祓
川
で
の
ス
ナ
ッ
プ

　
矢
島
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
で
あ
る
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

構
想
「
自
然
と
共
生
す
る
町
づ
く

り
」
の
一
貫
と
花
立
牧
場
公
園
観

光
施
設
の
目
玉
と
し
て
「
ゲ
ル
」
購

入
が
き
っ
か
け
と
な
り
モ
ン
ゴ
ル

国
大
使
が
来
町
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
矢
島
町
と
モ
ン
ゴ
ル
国

と
の
友
好
関
係
が
発
展
し
、
交
流

の
場
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇



東
海
林
良
介
氏

　
　
　
　
勲
四
等
瑞
宝
章
受
章

岡
農
林
専
門
学
校
農
科
を
卒
業
、

昭
和
23
年
７
月
秋
田
県
立
矢
島
高

等
学
校
教
諭
と
し
て
赴
任
し
て
以

来
、
同
校
に
25
年
８
ヶ
月
、
秋
田
県

立
西
目
高
等
学
校
教
頭
７
年
、
秋

田
県
立
増
田
高
等
学
校
長
２
年
、

秋
田
県
立
矢
島
高
等
学
校
長
４
年
、

計
38
年
８
ヶ
月
に
わ
た
り
教
育
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。
退
職
後
は
昭
和
62
年
10
月
か

ら
63
年
５
月
ま
で
矢
島
町
教
育
委

員
を
務
め
、
地
域
の
教
育
行
政
の

推
進
に
大
い
に
貢
献
・
尽
力
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
平
成
元
年

11
月
か
ら
平
成
５
年
11
月
ま
で
の

４
年
間
、
矢
島
町
助
役
と
し
て
地

方
行
政
に
携
わ
り
、
住
民
の
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
春
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ

れ
、
矢
島
町
か
ら
は
東
海
林
良
介

氏
（
新
所
）
が
受
章
さ
れ
４
月
29

日
、
皇
居
に
お
い
て
勲
四
等
瑞
宝

章
が
授
与
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
長

年
の
教
育
振
興
に
対
す
る
多
大
な

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
東
海
林
氏
は
昭
和
22
年
３
月
盛

　
こ
の
度
秋
田
県
知
事
よ
り
、
平

成
13
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
15
年

３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
の
任
期

で
、
次
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
福
祉

相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

◎
知
的
障
害
者
相
談
員

　
三
浦
　
辰
雄
　（
木
在
）

　
　
　
　
℡
55
―
２
９
９
４

　
福
祉
相
談
員

　
　
　
　
委
嘱
さ
れ
る

◎
身
体
障
害
者
相
談
員

　
佐
藤
　
定
男
　（
田
中
）

　
　
　
　
℡
55
―
３
１
９
９

　
佐
藤
　
昭
三
（
七
日
町
）

　
　
　
　
℡
55
―
２
８
５
５

　
い
ず
れ
の
方
々
も
、
障
害
者
福

祉
の
増
進
に
熱
意
を
も
っ
て
お
ら

れ
る
方
々
で
、
町
民
と
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
相
談
業
務
に

あ
た
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
気
軽
に
御

相
談
下
さ
い
。

　
　
◆
　
鳥
海
山
山
開
き
　
安
全
祈
願
祭
　
◆

　
５
月
１
日
（
火
）
鳥
海
山
登
山
口

（
祓
川
）
に
お
い
て
、
鳥
海
山
山
開

き
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
と
な
い
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ

の
日
は
、
来
賓
、
関
係
者
、
一
般
客

約
80
名
参
列
の
も
と
シ
ー
ズ
ン
中

の
無
事
故
、
無
災
害
を
願
っ
て
神

事
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
町
長
か

ら
は
、「
今
年
も
連
休
か
ら
多
く
の

登
山
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

是
非
た
く
さ
ん
の
人
に
鳥
海
山
に

親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ

か
ら
は
楽
し
ん
で
登
山
で
き
る
よ

う
に
ル
ー
ト
の
開
発
等
を
行
っ
て

い
き
た
い
。」
と
、
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　
石
巻
市
か
ら
来
た
方
は
、「
朝
５

時
に
起
き
て
来
ま
し
た
。
す
ば
ら

し
い
鳥
海
山
を
見
る
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。」
と
カ

メ
ラ
を
片
手
に
鳥
海
山
を
眺
め
て

い
ま
し
た
。
他
に
も
、
埼
玉
や
神
戸

か
ら
も
来
て
い
る
方
々
も
お
り
、

待
ち
に
待
っ
た
鳥
海
山
の
シ
ー
ズ

ン
到
来
を
告
げ
て
お
り
ま
し
た
。

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

や
し
ま
駅
の
市
・

　
　
　
　
　
酒
蔵
の
市
開
催

　
５
月
３
日
（
木
）
矢
島
駅
前
に
お

い
て
、
や
し
ま
駅
の
市
・
酒
蔵
の
市

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
矢
島
駅
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
酒
蔵
を
接
点

に
矢
島
駅
前
活
性
化
実
行
委
員
会

が
企
画
実
行
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
特
産
品
の
紹
介
や
販

売
を
行
い
、
昨
年
に
続
き
今
年
で

２
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
午
前
10
時
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な

ど
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
き
き
酒

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
雪
室
貯
蔵
純

米
生
酒
タ
ン
ク
の
開
封
、
社
会
派

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
中

村
ブ
ン
・
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
（
２

回
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
荘
よ
り
お
ば
こ
号
の

無
料
運
行
も
実
施
さ
れ
、
到
着
し

た
お
客
さ
ん
に
ス
マ
イ
ル
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
歓
迎
の
踊
り
が
披
露

さ
れ
、
お
お
い
に
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

酒
蔵
の
内
部

き
き
酒
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
の
行
列

受章された東海林ご夫妻



米
国
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員

　
　
矢
島
町
を
視
察

　
５
月
９
日
（
水
）、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
研
究
グ
ル
ー

プ
交
換
（
外
国
の
ク
ラ
ブ
と
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
や
職
場
見
学
な
ど
を
通

じ
相
互
の
国
際
理
解
を
深
め
る
も

の
）
と
し
て
６
名
が
矢
島
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
を
訪
問
い
た
し
ま
し

た
。

　
グ
ル
ー
プ
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
会
員
の
案
内
で
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、

祓
川
や
ミ
ル
ジ
ー
・
バ
イ
オ
セ
ン

タ
ー
等
を
視
察
し
、
施
設
職
員
の

説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。

　
６
名
は
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
も
っ

て
い
る
方
々
で
、
自
分
の
仕
事
に

関
連
す
る
こ
と
や
興
味
の
あ
る
こ

と
に
は
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
食
肉
販
売

の
仕
事
を
し
て
い
る
サ
マ
ン
サ
・

ソ
ー
ビ
ー
さ
ん
（
26
歳
）
は
、
ミ
ル

ジ
ー
の
牛
乳
ビ
ン
に
つ
い
て
「
サ

イ
ズ
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
か
。
な

ぜ
紙
パ
ッ
ク
で
な
く
、
ビ
ン
を
使

用
し
て
い
る
の
か
」
と
質
問
。「
サ

イ
ズ
は
９
０
０
ml
と
２
０
０
ml
の

２
種
類
。
環
境
に
優
し
い
リ
サ
イ

ク
ル
と
い
う
こ
と
で
ビ
ン
に
し
て

い
ま
す
」
と
の
答
え
に
う
な
ず
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
特
産
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ミ
ル

シ
ュ
に
は
牛
乳
か
ら
で
き
て
い
る

こ
と
に
驚
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

「
と
て
も
お
い
し
い
。
こ
れ
は
輸
出

し
て
い
る
の
で
す
か
」
と
い
う
質

問
も
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
歴
史
交
流
館
「
道
益

苑
」
を
見
学
し
た
後
、「
八
森
苑
」
で

お
茶
会
が
催
さ
れ
、
床
の
間
や
茶

道
具
の
お
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、

実
際
に
お
茶
の
点
て
方
も
体
験
し

充
実
し
た
一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し

た
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
大
変

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

駅前「ゲル」の前で記念撮影

戸籍事務のコンピュータ化

　　６月18日サービス開始!!

なお、手数料は従来通りです。

戸籍事務をコンピュータ化し、６月１８日からサービス

を開始します。

　戸籍事務は戸籍制度発足以来、和紙の戸籍原本を基礎

に行われてきました。そのため、タイプライターでの記

載、コピーによる謄本・抄本の作成や証明書の発行など、

多くの手作業と時間を費やし、また、申請された戸籍を

探し出すための作業にもかなりの時間が必要でした。

　今後は、このコンピュータ化によって以下のように変

わります。

　　★待ち時間が短縮されます

　　★見やすく、わかりやすくなります

　　★証明書がＡ４版横書きになります

　　★偽造防止のため特殊用紙になります

　　★名称が変わります

　矢島町では、住民サービスの向上を

図るため戸籍謄本、抄本の発行などの

〈今月号のひとコマ〉

ピカピカ1年生
歯科健診（５/22）

虫歯はあるかなぁ?

従　来 今　後

個人の証明 戸籍抄本 個人事項証明

全員の証明 戸籍謄本 全部事項証明

・戸　籍　　 1　通 450円

・除　籍　　
・改製原戸籍

1　通 750円



第28回

　町 民 運 動 会
　
５
月
27
日
（
日
）
第
28
回
町
民
運

動
会
が
町
民
多
数
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
気
温
も
上
が

ら
ず
、
雨
が
降
り
だ
す
あ
い
に
く

の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
17

種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
、
対
抗
種

目
で
は
選
手
と
応
援
団
が
一
体
と

な
っ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
ご
苦
労

様
で
し
た
。

この化粧どう！ 新記録達成のガッツポーズ

力
の
入
っ
た
綱
引
き

　
主
な
種
目
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
総
　
合

　
１
位
　
郷
内
・
御
嶽
・

　
　
　
　
　
　
郷
内
団
地
チ
ー
ム

　
２
位
　
八
ツ
杉
・
持
子
チ
ー
ム

　
３
位
　
九
日
町
チ
ー
ム

○
綱
引
き

　
１
位
　
須
郷
田
・
成
沢
・

　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
チ
ー
ム

　
２
位
　
水
上
チ
ー
ム

　
３
位
　
九
日
町
チ
ー
ム

○
男
子
リ
レ
ー

　
１
位
　
郷
内
・
御
嶽
・

　
　
　
　
　
　
郷
内
団
地
チ
ー
ム

　
２
位
　
木
在
チ
ー
ム

　
３
位
　
新
所
チ
ー
ム

○
女
子
リ
レ
ー

　
１
位
　
新
荘
チ
ー
ム

　
２
位
　
八
ツ
杉
・
持
子
チ
ー
ム

　
３
位
　
城
新
チ
ー
ム

男
子
リ
レ
ー
の
熱
戦

宝
物
を
持
っ
て
ゴ
ー
ル
へ
ダ
ッ
シ
ュ

優勝した佐藤直和さん



『
全
町
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
運
動
』

目
立
ち
ま
す

　
　
後
を
た
た
な
い
ポ
イ
捨
て
　

　
こ
の
ほ
ど
、
町
内
全
域
に
お
い

て
交
通
安
全
全
町
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
国
道
、
県
道
沿
い
に
は
多
く
の

空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
が
目
立
ち
、

各
町
内
で
早
朝
よ
り
子
ど
も
達
も

大
人
と
一
緒
に
な
っ
て
ゴ
ミ
袋

い
っ
ぱ
い
の
空
き
缶
等
を
拾
い
集

め
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
の
収
集
量
は
約
１
・
５
ｔ

と
昨
年
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
「
全
町
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

運
動
」
前
に
企
業
等
の
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
実
際
の
量
は
ほ
と
ん
ど

変
わ
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
中
に
は
、
危
険
物
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ

や
、
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
で
粗
大
ご
み
と
し

て
出
す
こ
と
で
き
な
く
な
っ
た
テ

レ
ビ
な
ど
『
大
変
悪
質
な
不
法
投

棄
』
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。

　
今
後
も
、
町
並
み
に
ゴ
ミ
の
落

ち
て
い
な
い
「
き
れ
い
な
街
」
を
目

指
し
て
一
人
ひ
と
り
の
更
な
る
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　『
交
通
安
全
宣
言
』
今
年
度
の
無
事
故
を
誓
い

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

中
は
無
事
故
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
町
内
に
お

い
て
物
損
・
人
身
事
故
の
発
生
が

わ
ず
か
な
増
加
傾
向
に
あ
り
、
猶

予
の
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
も
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　『
交
通
安
全
宣
言
』

全
　
文

　
21
世
紀
に
当
た
り
、
思
い
願
う

こ
と
は
、
全
町
民
が
安
全
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
で
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
年
々
増
加
す

る
交
通
事
故
を
抑
止
す
る
た
め
、

交
通
安
全
意
識
の
向
上
と
交
通
安

全
思
想
の
高
揚
を
図
り
、
次
の
こ

と
を
守
り
ま
す
。

一
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
並
び
に
チ
ャ

　
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
の
着
用
の
徹
底
に
努
め
ま
す
。

一
、
無
謀
運
転
の
防
止
と
飲
酒
運

　
転
の
徹
底
追
放
に
努
め
ま
す
。

一
、
家
庭
、
職
場
、
学
校
、
地
域
に

　
お
い
て
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の

　
交
通
事
故
防
止
に
努
め
、
交
通

　
安
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し

　
ま
す
。

　
以
上
３
点
を
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
基
本
と
し
て
守
る
こ
と
を

全
町
民
と
共
に
、
宣
言
い
た
し
ま

す
。

シートベルトはしっかりと

シ
リ
ー
ズ

　「
大
人
が
変
わ
れ
ば

　
　
　
　
　
子
ど
も
も
変
わ
る
」
①

今
、
私
た
ち
大
人
が
変
わ
る
こ
と
の
意
味

（
青
少
年
育
成
国
民
会
議
よ
り
）

　
「
子
ど
も
は
、
社
会
を
映
す
鏡
」

そ
ん
な
考
え
方
に
立
っ
て
み
る
と
、

私
た
ち
大
人
が
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
大
人
自
身
が
変
わ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く

見
守
り
、
支
え
て
あ
げ
る
こ
と
。
身

近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
一
緒
に
は

じ
め
ま
し
ょ
う
。

　
青
少
年
育
成
国
民
会
議
で
は
、

「
大
人
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変

わ
る
」
と
い
う
運
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
大
人
の
見
方
を
信
用
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
青
少
年
の
意
識
調
査
に
よ
る
と
、

日
本
の
最
も
悪
い
と
こ
ろ
は
「
学

歴
し
か
重
視
し
な
い
」
点
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
自
分
た

ち
が
一
生
懸
命
考
え
た
こ
と
を
大

人
は
ち
っ
と
も
聞
い
て
く
れ
な
い
。

こ
う
し
た
不
満
が
た
く
さ
ん
出
て

き
ま
す
。
こ
う
い
う
意
見
を
聞
く

と
、
大
人
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
子

ど
も
も
変
わ
ら
な
い
と
感
じ
る
か

ら
で
す
。

　「
大
人
が
変
わ
る
」
た
め
に
具
体

的
に
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
？

　
ま
ず
、
大
人
が
「
自
分
自
身
を
省

み
て
、
子
ど
も
の
手
本
に
な
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
「
子
ど
も

と
対
話
す
る
」、
つ
ま
り
地
域
の
子

ど
も
と
顔
つ
な
ぎ
を
し
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
三
つ
目
は
「
社

会
環
境
の
改
善
」
で
す
。
青
少
年
を

取
り
巻
く
環
境
改
善
の
た
め
、
国

の
施
策
と
し
て
基
本
法
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
育
成
運
動
由
利
地
方
推

進
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
も
、
青

少
年
健
全
育
成
の
た
め
に
は
家
庭

で
の
会
話
の
必
要
性
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

　
家
庭
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
、
よ

そ
の
子
に
も
積
極
的
に
話
か
け
る

等
身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。

ポイ捨てはやめましょう!



剣道女子

真坂　聖子（田中町）

①みんな仲良く何に対
　しても真面目なチー
　ムです
②秋季・春季大会で敗
　れているので今回こ
　そは必ず優勝します

剣道男子

佐々木　求（沢　内）

①集中力が学校一番ある
　チームです
②去年は３位だったの　
　で、今年は久しぶりに
　優勝旗を持ってきたい

野　球

茂木　友宏（坂之下）

①やる時はやるチームで
　す
②春季大会のくやしさを
　克服して優勝目指して
　がんばります

バレーボール

三浦　沙記（木　在）

①昨年より決定打を打て
　る選手がいっぱいいる
　チームです
②ベスト４を目指してが
　んばります

サッカー

土田　慶太（山　寺）

①明るく元気なチーム

　です

②まずは１勝を目指し

　てがんばります

ソフトボール

佐藤　千尋（持　子）

①２年生が明るくて、
　レベルアップのチー
　ムです
②とりあえず１勝を目
　指してがんばります

ソフトテニス

清水愛夢美（豊　町）

①みんなが仲良くまとまり
　のあるチームです
②１分、１秒でも長くコー
　トに立っていられるよう
　普段の練習から緊張感を
　もってがんばります

卓球女子

柿崎　純子（上　原）

①明るいチームです
②春季大会の屈辱をこ
　の大会で晴らし、県
　大会出場を目指した
　い

卓球男子

高橋　裕輔（大川原）

①楽しいチームです

②最後まで集中力を

もってプレイしたい

キャプテン氏名

　　　　　（地域名）

①どんなチームですか

②大会への抱負

がんばれ！矢中健児
～キャプテンが語る総体への抱負～

　　　　　　〈６月23日(土)～24日(日)〉



や
し
ま
空
手
道
児
　
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
こ
の
ほ
ど
、
や
し
ま
空
手
道
児

が
恒
例
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
例
年
で
す
と
町
内

の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
磨
き
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
日
頃
練

習
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
青
少

年
ホ
ー
ム
の
窓
拭
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
供
達
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
一
生
懸
命
磨
い
て
お
り
ま

し
た
。
管
理
人
の
お
じ
さ
ん
に
も

大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
子
供
達

も
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。
き
れ

い
に
な
っ
た
青
少
年
ホ
ー
ム
で
の

練
習
に
、
な
お
一
層
熱
が
入
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
５
月
17
日
（
木
）
に
東
北
電

力
㈱
矢
島
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
と
矢
島
、
鳥
海
地
区
電

気
工
事
店
が
共
同
で
信
号
機

の
清
掃
を
行
な
い
ま
し
た
。

交
通
信
号
機
は
東
北
電
力
、

歩
行
者
信
号
機
は
電
気
工
事
店
の

方
々
が
清
掃
を
行
い
、
地
域
の
交

通
安
全
に
協
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
地
域
協
調
活
動
は
平
成
10

年
よ
り
実
施
さ
れ
今
年
で
４
年
目

と
な
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
全
国
表
彰

　
４
月
27
日
、
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
表
彰
式
が
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
、

本
町
の
少
年
団
が
日
本
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
顕
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
45
年
９
月
の
団

本
部
設
置
以
来
、
30

年
に
渡
る

様
々
な
活
動
実
績
と
共
に
、
指
導

者
の
資
質
向
上
と
母
集
団
の
活
性

化
に
努
め
て
き
た
こ
と
が
顕
著
と

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
式
で
は
、

団
を
代
表
し
て
東
海
林
晃
（
下
山

寺
）
本
部
長
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
を
契
機
と
し
て
、
今

後
益
々
、
地
域
の
教
育
活
動
と
し

て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

受
賞
さ
れ
る
東
海
林
本
部
長

卓　球　男子団体　準優勝
　　　　　　個人　優　勝　茂木　卓也
　　　　　　　　　３　位　松田　　進
　　　　　　　　　　　　　高橋　和幸
　　　　　　　　　５　位　佐藤　健太
　　　　　　　　　　　　　高橋　裕輔
　　　　女子団体　３　位
　　　　　　個人　５　位　柿崎　純子
　　　　　　　　　　　　　松田　美知
剣　道　男子団体　準優勝
　　　　　　個人　３　位　佐藤　将広
野　球　　　　矢　島０－６出　羽
ソフトボール　矢　島２０－２５東由利
サッカー　矢　島０－６仁賀保
バレーボール　矢　島０－２由　利
　　　　　　　矢　島２－０金　浦
　　　　　　　矢　島０－２本荘南
テニス　個人　
　　　　阿部　沙緒・佐藤　由希絵　組
　　　　　　　３回戦進出

　
５
月
19
・
20
日
に
東
北
実
業
団

男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

が
男
子
５
チ
ー
ム
、
女
子
３
チ
ー

ム
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
県
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
チ
ー
ム

の
試
合
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
高

レ
ベ
ル
の
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
　
子

優
　
勝
　
東
洋
通
信
機
（
福
島
）

準
優
勝
　
航
空
自
衛
隊
松
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
宮
城
）

３
　
位
　
陸
上
自
衛
隊
弘
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
青
森
）

女
　
子

優
　
勝
　
ア
ル
パ
イ
ン
（
福
島
）

東
北
実
業
団
ソ
フ
ト

　
ボ
ー
ル
大
会
開
催
さ
れ
る

オリンパス対アルパイン福島県同士の戦い

準
優
勝
　
秋
田
新
電
元
（
本
荘
）

３
　
位
　
オ
リ
ン
パ
ス
（
福
島
）

　
当
町
で
は
平
成
19
年
秋
田
国
体

で
成
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
開

催
地
と
決
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

国
体
成
功
へ
向
け
て
よ
い
ス
テ
ッ

プ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ホームの窓ピカピカになったよ！

交通安全にご協力ありが

とうございます

豊町交差点

交 通 安 全 に 一 役

い
つ
も
あ
り
が
と
う
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

中学校春季大会成績



１
４
７
日
で

　
　
　
　
　
無
火
災
ス
ト
ッ
プ

　
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

「
無
火
災
の
記
録
」
で
し
た
が
、
４

月
28
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
原
野

火
災
が
続
け
て
３
件
発
生
し
、
連

続
無
火
災
が
１
４
７
日
で
ス
ト
ッ

プ
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
乾
燥
し
た
日
が
続
き
、

県
内
で
は
原
野
火
災
が
相
次
い
で

発
生
し
て
お
り
、
火
災
の
原
因
の

多
く
は
、
農
作
業
中
の
野
焼
き
の

火
が
草
木
に
燃
え
移
る
な
ど
し
て

広
が
っ
て
い
く
も
の
で
し
た
。

　
農
作
業
中
に
野
焼
き
す
る
場
合

は
消
防
署
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
乾
燥
注
意
報
等
が
発
令
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
極
力
避
け
る

な
ど
無
火
災
の
町
を
目
指
し
火
災

予
防
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
矢
島
協
力
会
12
年
度
決
算
報
告

　
由
利
高
原
鉄
道
矢
島
町
協
力
会

の
平
成
12
年
度
決
算
が
５
月
29
日

（
火
）
日
新
館
研
修
室
に
お
い
て
、

役
員
会
及
び
総
会
に
て
決
定
し
ま

し
た
の
で
、
会
員
で
あ
り
ま
す
町

民
の
皆
様
に
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
鳥
海
山
ろ
く
線
の
乗
車
人
数
が

年
々
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
も
、

「
お
ら
ほ
の
鉄
道
」
に
ご
乗
車
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
農
園
開
園

　
平
成
13
年
度
の
ア
グ
リ
フ
ァ
ー

ム
ふ
れ
あ
い
農
園
が
５
月
１
日
か

ら
開
園
い
た
し
ま
し
た
。

　
開
園
当
日
は
、
新
田
先
生
よ
り

作
付
講
習
会
が
開
か
れ
、
熱
心
な

会
員
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
出

て
お
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
５
月
15
日
よ
り
保
育
園
、

小
、
中
学
校
で
作
付
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
か
ら
収
穫
が
楽

し
み
で
す
。

作付けを行う小学生

◎
第
18
回
鳥
海
町
卓
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　（
５
月
６
日
）

小
学
校
男
子

　
３
　
位
　
小
番
　
謙
　 

（
６
年
）

　
３
　
位
　
三
浦
　
公
貴
（
６
年
）

　
ベ
ス
ト
８
　
草
野
　
葵
（
６
年
）

　
ベ
ス
ト
８
　
麻
生
　
翔
（
６
年
）

　
ベ
ス
ト
８
　
佐
藤
裕
喜
（
５
年
）

小
学
校
女
子

準
優
勝
　
金
子
　
稚
奈
（
６
年
）

ベ
ス
ト
８
　
金
子
麻
里
奈
（
６
年
）

ベ
ス
ト
８
　
柴
田
　
裕
未
（
６
年
）

ベ
ス
ト
８
　
金
子
　
俊
恵
（
４
年
）

◎
第
35
回
本
荘
市
由
利
郡

　
少
年
剣
道
大
会
（
５
月
３
日
）

　
　（
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
）

小
学
校

　
個
人
男
子

　
三
　
位
　
佐
藤
　
薫
（
６
年
）

　
個
人
女
子

　
三
　
位
　
佐
藤
綾
子
（
５
年
）

　
団
体
男
子

　
三
　
位
　
矢
島
ス
ポ
少
Ａ

　
団
体
女
子

　
三
　
位
　
矢
島
ス
ポ
少

鳥海町卓球大会入賞者

『
水
を
大
切
に
』

　
　
　
〜
水
道
週
間
〜

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
、

『
水
道
週
間
』
で
す
。

　
も
う
す
ぐ
真
夏
、
水
に
親
し
む

季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
水
道
の

水
は
、
飲
み
水
、
料
理
、
洗
濯
、
水

洗
ト
イ
レ
な
ど
で
使
わ
れ
、
私
た

ち
の
生
活
を
支
え
、
う
る
お
し
て

い
ま
す
。

　
日
頃
の
水
の
使
い
方
を
、
も
う

一
度
見
直
し
て
上
手
に
水
を
使
い

ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
の
善
意

◎
社
会
福
祉
法
人
矢
島
町
社
会
福

　
祉
協
議
会

　
次
の
皆
様
か
ら
社
会
福
祉
事
業

　
の
た
め
役
立
て
て
下
さ
い
と
し

　
て
寄
付
金
を
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
水
　
上
、
畑
沢
　
忠
様
（
御
母

　
堂
ヲ
サ
ト
氏
香
典
返
し
）

○
水
　
上
、
鈴
木
良
一
様
（
御
母

　
堂
　
キ
ク
ノ
氏
香
典
返
し
）

○
七
日
町
、
佐
藤
棟
一
様
（
御
母

　
堂
ス
ミ
氏
香
典
返
し
）

○
山
　
寺
、
佐
々
木
敏
雄
様
（
御

　
尊
父
幸
一
郎
氏
香
典
返
し
）

○
大
川
原
、
佐
々
木
信
弘
様
（
御

　
母
堂
キ
ヨ
氏
香
典
返
し
）

○
新
　
所
、
太
田
理
子
様
（
御
主

　
人
直
哉
氏
香
典
返
し
）

〈
活
躍
の
記
録
〉

平成１２年度収支決算書

収入金額　　支出金額　残金

172,297　-　172,297　=0

１．収入の部　　　　　単位：円

２．支出の部　　　　単位：円

項　目 予算額 決算額 増減 摘要

1町補助金 65,626 65,626 0

2繰越金　 107,104 107,104 0

3貯金利子 270 67 △   203

合　計 173,000 172,797 △   203

項　目 予算額 決算額 増減 摘要

1賃　金 163,000 161,930 △1,070 清掃除雪

2需用費 10,000 10,867 867 消耗品

合　計 173,000 172,797 △   203



　　　こちら情報センター

上半期の IT講習まもなく終了!!

９回の講習で、一般43名、シニア32名、レディー

ス37名、延べ112名の方が受講されました。

　募集した際には、女性や高齢者の受講申込が目

立つなど思った以上の感心の高さに驚きました。

受講者に受講理由を聞くと「話題になっているも

のをやってみたい」「パソコンに触ってみたい」な

どがあり、新聞、テレビでの報道の影響が大きい

と思いました。

　受講生の中には、講習が修了すると、さっそく

パソコンを購入し、インターネットを楽しんでい

る方も見受けられ、ＩＴ講習の効果が現れてきて

おります。

　上半期の講習は、６月に開催される２回の講習

のみとなりました。受講を希望されている方に

は、下半期の講習までお待たせすることになりま

すが、９月後半にはひきつづきＩＴ講習を再開い

たします。

　早めの受講を希望される方には、６月の講習が

まだ若干空きがありますので希望される方は下記

までお申し込み下さい。

　一般コース

　　６／10、６／16、６／17、６／23（４日間）

　　　申し込み先　矢島町日新館（56－2203）

★６月の配信予定★（ＴＶ電話）

　　〇　敬　老　会（６／８）

　ＴＶ電話への配信を希望される方は、役場企画

商工観光課（５５―４９５２・ＴＶ電話５５―４

９６５）へお申し込み下さい。

また、不明な点やＴＶ電話に関することについて

も同課にお問い合わせください。

　新聞やテレビ等でパソコン

普及率が、２世帯に１台まで

になったと言われ、ｉモード

等も含めたメール、インター

ネットの利用率も加速度的に

増加し、メール利用は日常当

たり前のようになりました。

　「国民誰もがインターネット

をできるように」を合言葉に、

今年１月22日から始まったＩ

Ｔ講習会も、すでに３コース

ＴＶ電話ビデオ・オン・デマンド装置

下記電話番号にダイヤルすることにより各

種情報が見られます。

　行政・福祉情報　　　　 29-5020

　観光・イベント情報　　 29-5021

　公共施設予約状況　　　 29-5032

ホームページアドレス

  http://www.town.yashima.akita.jp

メール

  kikaku＠ town.yashima.akita.jp

  

第
三
一
三
回

　 

矢
島
短
歌
会
四
月
例
会

　
　  

　
講
師
選
歌
　
藤
田
　
嘉
樹

級
友
の
大
方
歴
戦
の
勇
士
な
り
鼠
や

ト
カ
ゲ
を
食
い
生
き
来
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ヤ
ス

八
十
歳
過
ぐ
る
命
を
頂
き
て
今
日
彼

岸
会
の
当
番
お
え
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ア
ヤ
子

吉
日
に
花
嫁
を
乗
せ
柳
川
に
長
持
歌

の
河
面
に
ひ
び
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
洋
子

と
め
ど
な
き
涙
を
こ
ら
え
わ
が
母
の

柩
に
釘
を
今
し
打
ち
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
田
　
か
よ

「
春
よ
来
い
」
童
謡
き
こ
ゆ
亡
き
妹

と
二
階
の
窓
に
歌
い
し
浮
か
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
田
　
マ
サ

逝
き
し
息
の
好
み
し
柄
の
ネ
ク
タ
イ

を
子
に
さ
わ
る
如
時
折
り
さ
す
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
　
房
代

友
よ
り
の
「
桑
茶
」
飲
み
つ
つ
思
い

お
り
絹
に
織
ら
る
る
繭
玉
の
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
幸
子

古
里
の
日
の
香
土
の
香
わ
ら
び
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
島
　
昭
二

穴
覗
き
蛙
と
目
合
う
狹
庭
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
勝
子

大
間
崎
海
ま
な
か
い
の
花
吹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
真
都
子

山
み
ど
り
振
り
向
く
過
去
や
て
る
き

の
忌
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ト
キ
女

薯
の
芽
の
小
言
厨
に
季
の
移
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
政
彦

親
の
夢
大
き
く
は
ら
む
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
勝
男

整
理
田
の
端
に
水
仙
ゆ
ら
り
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
木
　
禮
子

早
春
の
ふ
る
里
の
味
ひ
ろ
こ
汁
ば
ん

け
の
空
揚
げ
夕
餉
が
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
東
海
林
つ
ね
子

枝
先
が
雪
を
被
ぎ
て
蕾
ご
と
や
や
し

な
だ
る
る
庭
隅
の
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
四
郎

香
か
ぐ
わ
し
き
金
柑
を
添
え
久
々
に

鹿
児
島
の
友
の
便
り
届
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
京
子

講
師
詠
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
嘉
樹

篝
か
が
り
火
に
片
頬
を
染
め
入
選
の

君
朗
詠
を
目
を
つ
む
り
聞
く

◎
郡
市
観
桜
短
歌
大
会
　
入
選

妹
を
背
負
い
廊
下
に
級
友
の
授
業
眺

め
し
わ
れ
の
少
女
期
　
　
茂
木
冨
子

◎
彌
高
神
社
献
詠
　
入
選

娘
の
頭
な
で
し
感
触
か
え
ら
せ
て
髪

の
ほ
つ
れ
し
雛
を
と
と
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
勝
子

さ
し
こ
め
る
雪
の
明
り
も
掬
う
が
に

息
を
の
む
中
和
紙
漉
か
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
真
都
子

て
る
き
忌
の
寺
苑
新
緑
あ
ふ
れ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
木
の
実

花
に
酌
む
我
に
良
き
友
良
き
師
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
島
　
竹
波

ホ
ー
ム
に
見
る
鳥
海
山
や
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
京
子

吟
詠
も
流
る
る
宮
や
若
葉
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
柳
四
郎

結
納
を
受
け
し
庭
園
白
つ
つ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞍
馬
　
賢
治

咲
き
誇
る
藤
に
大
棚
添
え
て
や
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
　
茂

高
原
を
句
碑
見
守
り
て
て
る
き
の
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
　
瑞

て
る
き
忌
や
囀
り
遠
く
近
く
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ア
ヤ
子

粽
結
う
姉
妹
は
母
を
語
り
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
島
や
す
雄

　
第
三
一
回

　
　
て
る
き
忌
俳
句
大
会



〜
基
本
健
診
が
始
ま
り
ま
す
〜

　
６
月
５
日
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
基
本
健
診
が
始
ま
り
ま

す
。

　
健
診
で
は
、
身
体
測
定
、
血
圧
測

定
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
の
他
心
電

図
や
眼
底
検
査
も
実
施
し
ま
す
の

で
、
定
期
的
に
病
院
に
か
か
っ
て

い
な
い
方
は
ぜ
ひ
受
診
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
ま
す
「
前
立
腺
が
ん
検
診
」
も

同
時
に
実
施
し
ま
す
。
基
本
健
診

で
採
血
し
た
血
液
を
利
用
し
ま
す

の
で
、
受
診
者
に
特
に
負
担
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

　
前
立
腺
が
ん
は
年
齢
の
上
昇
と

と
も
に
多
く
な
る
も
の
で
、
将
来

的
に
男
性
の
が
ん
死
亡
率
の
ト
ッ

プ
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
回
実
施
す
る
検
査

で
早
期
発
見
が
可
能
と
な
り
昨
年

実
施
し
た
結
果
病
気
が
発
見
さ
れ

た
方
や
治
療
に
つ
な
が
っ
た
方
が

受
診
者
の
約
１
割
に
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
50
歳
以
上
男
性
の
基

本
健
診
受
診
者
で
希
望
さ
れ
る
方

を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
健
診
の
一
部
負
担
金
と

し
て
一
人
千
円
、
前
立
腺
が
ん
検

診
を
受
診
す
る
方
は
別
途
千
円
か

か
り
ま
す
。

平成13年度基本健診日程表

※
基
本
健
診
の
自
己
負
担
金
は
　

次
の
方
々
か
ら
は
徴
収
い
た
し
　

ま
せ
ん
。

・
70
歳
以
上
の
方

・
65
〜
69
歳
で
老
人
医
療
受
給
者

　
証
を
お
持
ち
の
方

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

◎
な
ん
で
も
健
康
相
談

日
時
　
６
月
29
日
（
金
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
11
時
30
分

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

※
健
康
に
関
す
る
相
談
、
体
脂
肪

　
率
や
血
圧
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
の

　
計
測
な
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。

◎
１
歳
６
カ
月
児
健
診

日
時
　
６
月
27
日
（
水
）
午
後
１
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
平
成
11
年
９
〜
12
月
生

持
参
す
る
も
の

　
母
子
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

◎
乳
児
健
診

日
時
　
６
月
29
日
（
金
）
午
後
１
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
平
成
12
年
６
・
８
月
生

　
　
　
平
成
13
年
２
月
生

持
参
す
る
も
の

　
母
子
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
、

　
バ
ス
タ
オ
ル

※
２
月
生
の
方
は
健
康
相
談
票
を

◎
三
種
混
合

日
時
６
月
22
日
（
金
）
午
後
１
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
①
平
成
12
年
12
月
以
前
生

　
　
　
　
で
Ⅰ
期
３
回
終
了
し
て

　
　
　
　
い
な
い
乳
幼
児

　
　
　
②
Ⅰ
期
３
回
目
終
了
後
１

　
　
　
　
年
経
過
し
た
幼
児

※
記
入
し
た
予
診
票
と
母
子
手
帳

　
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

◎
な
お
、
健
診
・
予
防
接
種
の
日
程

は
矢
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
福

祉
保
健
課
健
康
増
進
係
）・
ｉ
モ
ー

ド
で
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　　　　食中毒予防強化月間
　　（平成13年６月１日から６月30日）

①　買い物は清潔な店で新鮮なものを買いまし

　ょう。

②　生鮮食品などを買ったらまっすぐ家へ持帰

　りましょう。

③　卵の鮮度、取り扱いに注意しましょう。

④　冷蔵庫、冷凍庫の詰めすぎに注意しましょ

　う。

⑤　手は十分に洗い、清潔なタオルで拭きまし

　ょう。

⑥　食品の加熱は十分にしましょう。

⑦　肉や魚を切ったまな板・包丁はしっかり洗

　浄殺菌しましょう。

⑧　時間が経ち過ぎた食品は、思い切って捨て

　ましょう。

⑨　生食用魚介類は温度管理（５度以下）を徹

　底し、食べる直前に冷蔵庫から出しましょう。

⑩　岩ガキ等の貝類は腸炎ビブリオ菌が付着し

　ている可能性があるので、水道水でよく洗浄

　し、温度管理（５度以下）を徹底しましょう。

食中毒予防の三原則

　食中毒菌を「つけない・増やさない・殺す」

〈
健
康
シ
リ
ー
ズ
〉

〈
相 

談
・
健 

診
〉

〈
予 

防 

接 

種
〉

ほ
け
ん
だ
よ
り

会　　場　保健センター
受付時間　12時30分～13時

※　割り当て日以外でも、都合の良い日に受診して下さい。

実施月日 対　　象　　地　　域

6月5日(火) 矢島町 丸森 水上 上の山 小杉沢 谷地沢 桃野

6日(水) 田中町 新丁 舘町 七日町

7日(木) 山寺 下山寺 荒沢

11日(月) 豊町 栄町

12日(火) 新道 羽坂 城新 小田 沖小田 小田住宅 築舘

13日(水) 川原 小坂 田中 砂子沢 杉沢 沢内 小板戸

14日(木) 木在 持子 八ツ杉 中山 上野 上野平 長泥
十二ケ沢 軽井沢

15日(金) 中屋敷 上新荘 坂之下 坂之下郷内

18日(月) 大川原 金ケ沢 上原 九日町

19日(火) 新町 新所 元町郷内 御嶽 田沢

20日(水) 須郷田 成沢 矢越 針ケ岡 熊之子沢 濁川

《ホームページアドレス》

http://www.town.yashima.akita.jp/

《ｉモードアドレス》

http://www.town.yashima.akita.jp/fukusi/

fukusi/imodo.html



母
子
及
び
寡
婦
家
庭
住
宅
整
備
資
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
貸
付
利
率
の
改
正
に
つ
い
て

　
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
家
庭
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
住
宅
整
備
資

金
貸
付
の
利
率
が
平
成
13
年
４
月

１
日
よ
り
年
利
１
・
３
％
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　
貸
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福

祉
保
健
課
に
御
相
談
下
さ
い
。

　
　
　
　（
℡
55
〜
４
９
６
０
）

・
限
度
額
　
　
１
５
０
万
円

・
利
　
率
　
　
１
・
３
％

　
　
　
　
　
　
但
し
所
得
税
非
課

　
　
　
　
　
　
税
世
帯
は
無
利
子

・
据
置
期
間
　
１
年
以
内

・
償
還
期
間
　
据
置
期
間
経
過
後

　
　
　
　
　
　
９
年
以
内

児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

　
次
の
よ
う
な
児
童
が
い
る
家
庭

に
手
当
て
を
支
給
し
、
生
活
の
安

定
と
児
童
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
表
の
と
お
り
で

す
。

児童扶養手当及び特別児童扶養手当

※　詳細については、福祉保健課へお問い合わせください（℡55－4960）

国
保
脳
ド
ッ
ク
追
加
日
の
お
知
ら
せ

　
国
保
の
脳
ド
ッ
ク
希
望
者
多
数

の
た
め
、
脳
ド
ッ
ク
受
診
日
を
追

加
し
ま
し
た
。

　
国
保
加
入
者
で
、
70
才
未
満
の

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
頑
固
な

め
ま
い
・
頭
痛
の
あ
る
方
な
ど
は

ぜ
ひ
一
度
こ
の
機
会
を
利
用
し
て

脳
ド
ッ
ク
を
受
け
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
脳
ド
ッ
ク
料
金
は
５
万
円
で
す
。

一
旦
支
払
い
し
て
き
て
頂
き
ま
す

が
、
後
日
領
収
書
と
印
鑑
を
持
参

し
て
福
祉
保
健
課
の
窓
口

で
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

国
保
よ
り
半
額
の
２
万
５
千
円
を

指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク
追
加
日
（
１
日
３
名
）

６
月
20
日
（
水
）　
先
着
順

７
月
４
日
（
水
）　
先
着
順

両
日
と
も
由
利
組
合
総
合
病
院
で

行
い
ま
す
。

　
脳
ド
ッ
ク
希
望
の
方
は
、
電
話

で
福
祉
保
健
課
・
保
険
係
（
55
―
４

９
６
０
）
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

め
ざ
せ
、
１
日
一
万
歩

　
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に
は
、
絶
好

の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

が
健
康
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
有
酸
素
運
動
が
不
可
欠
で
す
。

生
活
に
有
酸
素
運
動
で
あ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
と
り
い
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。
歩
く
こ
と
は
場
所
も

選
ば
ず
、
む
ず
か
し
い
技
術
も
い

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
自
分
の
ペ
ー

ス
で
無
理
な
く
お
こ
な
え
る
の
も

魅
力
で
す
。

　
ど
う
し
て
１
日
一
万
歩
な
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
１
日
の
う
ち

食
物
か
ら
摂
取
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
体
の
基
礎
代
謝
や
日
常
の
仕
事
・

生
活
に
よ
っ
て
消
費
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
差
が
お
よ
そ
３
０
０
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
程
度
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
す
。
余
剰
な
３
０
０
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
を
消
費
し
な
い
と
そ
れ
が

体
に
蓄
積
さ
れ
て
生
活
習
慣
病
や

肥
満
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

こ
の
３
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
消

費
す
る
に
は
、
一
万
歩
程
度
の
運

動
量
が
必
要
と
い
う
わ
け
な
の
で

す
。

　
国
保
で
は
日
新
館
を
中
心
と
し

た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成

し
６
月
広
報
と
一
緒
に
配
布
し
て

い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
取
り

組
む
際
に
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

４
コ
ー
ス
設
定
し
て
い
ま
す
の
で

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
を
何
歩
で
歩

け
る
か
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
ッ
プ
に
あ
な
た
の
歩
数
を
記

入
し
て
福
祉
保
健
課
の
窓
口
に

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
平
均
歩

さ
い
。

　
保
険
係
で
設
定
し
た
日
以
外
の

日
を
ご
希
望
の
場
合
は
個
人
的
に

申
し
込
む
こ
と
も
可
能
で
す
の
で

医
療
機
関
に
直
接
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
本
荘
市
由
利
郡
内
で

脳
ド
ッ
ク
の
み
で
も
実
施
し
て
い

る
医
療
機
関
は
、
由
利
組
合
総
合

病
院
（
℡
27
―
１
２
０
０
）。
一
般

ド
ッ
ク
と
セ
ッ
ト
で
可
能
な
の
は

本
荘
第
一
病
院
で
す
。

　
助
成
対
象
は
国
保
加
入
者
と
な

り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
福
祉
保

健
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

数
を
出
し
て
町
の
広
報
等
で
紹
介

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
感
想

な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
さ
あ
、
あ
な
た
も
今
日
か
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。

（
万
歩
計
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

福
祉
保
健
課
に
貸
出
用
を
若
干
準

備
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。）

（
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
へ
の
参
加

も
お
す
す
め
で
す
。
詳
し
く
は
公

民
館
便
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は
・
・
・
。

　
息
が
少
し
は
ず
み
、
軽
く
汗
を

か
く
程
度
の
速
さ
で
歩
く
こ
と
。

項　目 児童扶養手当 特別児童扶養手当

対象児童

・父母の離婚または、父
　の死亡等により父と同
　一生計をしていない児
　童　　　　　　　　　
・父が重度障害者の児童

・精神または、身体
　に障害があり政令
　で定める１級・２
　級の障害の状態に
　ある児童　　　　

児童の年齢

・１８歳になった日以後
　の最初の３月31日まで
・政令で定める１級・２
　級の障害の状態にある
　児童は２０歳未満　　

・２０歳未満

受給者資格

・母または養育者（支給
　要件に該当してから５
　年以内に申請を行わな
　ければ申請資格がなく
　なります。）　　　　

・父母または養育者

公的年金
との関係

・老齢福祉年金以外の公
　的年金とは併給できま
　せん。　　　　　　　
・児童が父に支給される
　公的年金の額の加算対
　象になっているときは
　支給されません。　　

・全ての公的年金と
　併給できます。　
・児童が障害を事由
　とした公的年金を
　受給しているとき
　は支給されませ　
　ん。　　　　

そ　の　他 　児童福祉施設等に入所している場合は支給されません。



情報コーナー

-Information-
お
知
ら
せ

■
歴
史
交
流
館
開
館
記
念

　
お
茶
会
の
開
催

　
歴
史
交
流
館
「
八
森
苑
」「
道
益

苑
」
の
開
館
を
記
念
し
、
矢
島
町
茶

道
同
好
会
に
よ
る
茶
会
を
開
催
致

し
ま
す
。
是
非
皆
様
お
揃
い
で
お

い
で
下
さ
い
。

◇
月
日
　
６
月
23
日
（
土
）

◇
受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
２
時

◇
日
程
　
呈
茶
二
席

　
矢
島
清
楽
茶
道
会
「
八
森
苑
」

　
矢
島
茶
道
裏
千
家
「
道
益
苑
」

◇
呈
茶
料
　
５
０
０
円

〈
申
込
み
締
切
〉

準
備
の
都
合
上
、
６
月
11
日
（
月
）

ま
で
日
新
館
（
℡
56
―
２
２
０
３
）

へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
午
前
中
に
は
、
保
育
園
年
長
組

の
お
運
び
に
よ
る
呈
茶
席
が
ご
ざ

い
ま
す
。
お
友
達
と
一
緒
に
一
服

■
ご
注
意
下
さ
い
！

　
　
　
　「
ふ
れ
あ
い
公
園
」

◇
日
時
　
６
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時

　
平
成
13
年
度
秋
田
県
・
山
形
県

鳥
海
山
遭
難
対
策
連
絡
会
合
同
遭

難
救
助
訓
練
に
伴
い
、
日
新
館
前

「
ふ
れ
あ
い
公
園
」
が
ヘ
リ
ポ
ー
ト

と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
秋
田
県
消
防
防
災
航

空
隊
員
・
矢
島
消
防
署
員
の
指
示

に
従
っ
て
事
故
の
な
い
よ
う
ご
注

意
下
さ
い
。

■
や
る
気
の
あ
る
人
は

　
　
　
認
定
農
業
者
に
な
ろ
う

　
認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
プ
ロ

の
農
業
経
営
者
を
目
指
し
て
い
る

意
欲
の
あ
る
人
を
応
援
す
る
制
度

で
す
。
矢
島
町
で
は
70
人
が
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

・
農
地
を
優
先
し
て
斡
旋

・
規
模
拡
大
時
の
助
成

・
所
得
税
等
の
軽
減

・
稲
作
所
得
の
補
填

・
矢
島
町
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
　

会
で
情
報
交
換
等

◇
申
請
手
続
き

　
５
年
後
の
経
営
目
標
を
自
ら
作

　
成
し
提
出

◇
申
請
期
限

　
６
月
15
日
。
以
降
は
随
時

◇
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
　
　
　
　
　
農
林
課
農
政
係

　
　
　（
℡
５
５
―
４
９
５
６
）

■
無
料
特
設

　
　
　
人
権
相
談
所
開
設

　
人
間
関
係
や
人
権
問
題
で
悩
ん

で
い
る
方
の
た
め
に
、
法
務
局
職

員
、
矢
島
町
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
一
切
秘
密
に
取

り
扱
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
下
さ
い
。

◇
相
談
日
　
６
月
２
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◇
相
談
場
所
　
矢
島
町
福
祉
会
館

◇
相
談
内
容
　
土
地
、
建
物
、
登
　

　
記
、
相
続
、
戸
籍
、
夫
婦
、
い
じ

　
め
な
ど
に
関
す
る
問
題

■
第
10
回
矢
島
町
長
旗
争
奪
戦
並

　
び
に
第
21
回
矢
島
町
老
人
ゲ
ー

　
ト
ボ
ー
ル
大
会

◇
日
時
　
６
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分

◇
場
所
　
矢
島
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
場

　
皆
様
の
応
援
を
お
待
ち
致
し
て

お
り
ま
す
。

催
し
物

■
演
歌
歌
手

　
　
榎
　
春
美
　
歌
謡
シ
ョ
ー

◇
日
時
　
６
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
開
演

◇
場
所
　
寿
康
苑

※
皆
様
、
多
数
お
誘
い
あ
わ
せ
の

　
上
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
雪
華
の
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
お
さ
ら
い
会

　
日
本
舞
踊
藤
蔭
流
（
新
舞
踊
・
民

謡
）
に
よ
る
お
さ
ら
い
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

◇
と
　
き
　
６
月
24
日
（
日
）

◇
と
こ
ろ
　
日
新
館
（
12
時
開
演
）

◇
入
場
料
　
五
〇
〇
円

◇
連
絡
先

土
田
ト
シ
子
（
55
〜
２
９
２
９
）

伊
東
　
宏
子
（
24
〜
５
６
１
２
）

■
町
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集

　
矢
島
町
で
は
「
住
民
参
画
に
よ

る
よ
り
良
い
町
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
事
業
の
パ
ー

ト
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
昨
年
は
21
プ
ラ
ス
１
を
中
心
に

募
集
や
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
回
募
集
す
る
の
は
、「
サ

イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
大
会
運

営
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
」
及
び
「
参
加

選
手
の
民
宿
受
入
が
で
き
る
家
庭
」

の
二
部
門
で
す
。

　
大
会
参
加
者
と
地
域
の
ふ
れ
あ

い
進
め
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
の

た
め
皆
様
の
参
画
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◇
申
込
先
　
企
画
商
工
観
光
課

　
　
　（
℡
５
５
―
４
９
５
２
）

■
ま
ち
お
こ
し
、

　
地
域
づ
く
り
視
察
団
員
募
集

　「
あ
す
の
秋
田
を
創
る
協
会
」
で

は
、
地
域
社
会
の
発
展
を
図
る
県

民
運
動
を
推
進
し
、
住
み
よ
い
秋

田
の
創
造
に
寄
与
す
る
た
め
、
昭

和
57
年
か
ら
８
回
に
わ
た
り
研
修

視
察
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
研

修
先
の
中
国
は
今
、
近
代
化
を
め

ざ
し
、
ま
ち
お
こ
し
や
地
域
づ
く

り
が
盛
ん
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
日
本
と
中
国
の
友
好
を
深
め
、

国
際
的
視
野
に
立
ち
、
私
た
ち
の

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
研
修

に
参
加
す
る
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
研
修
期
日

　
13
年
８
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　
　
〜
９
月
４
日
（
火
）

◇
コ
ー
ス
と
経
費

Ａ
コ
ー
ス
　
２
７
４
、
０
０
０
円

募
　
集



〈
上
海
、
西
安
、
敦
煌
、
北
京
〉

Ｂ
コ
ー
ス
　
２
６
０
、
０
０
０
円

〈
上
海
、
桂
林
、
昆
明
、
北
京
〉

Ｃ
コ
ー
ス
　
２
２
６
、
０
０
０
円

〈
上
海
、
青
島
、
泰
安
、
北
京
〉

◇
募
集
人
員
　
　
一
〇
五
人

　（
各
コ
ー
ス
と
も
35
名
）

◇
募
集
締
切
・
方
法

　
平
成
13
年
６
月
15
日
（
金
）

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　
す
。

　
研
修
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場

企
画
商
工
観
光
課
（
５
６
〜
２
２

０
３
）、
あ
す
の
秋
田
を
創
る
協
会

（
０
１
８-

８
６
０-

３
５
４
１
）
ま

で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

※
こ
の
研
修
は
、
町
の
国
内
外
研

　
修
補
助
（
５
割
補
助
）
の
対
象
と

　
な
り
ま
す
の
で
参
加
希
望
さ
れ

　
る
方
は
、
矢
島
町
教
育
委
員
会

　（
℡
５
６
―
２
２
０
３
）
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

講
習
会
な
ど

■
消
防
署
よ
り

　
講
習
会
・
試
験
の
お
知
ら
せ

一
、
平
成
13
年
度
消
防
設
備
点
検

　
資
格
者
再
講
習
の
実
施
に
つ
い
て

◇
免
状
種
類
及
び
講
習
日

（
消
火
設
備
、
消
火
器
）

　
　
一
種
　
６
月
27
日

（
警
報
設
備
、
避
難
設
備
）

　
　
二
種
　
６
月
28
日

◇
講
習
会
場

　
　
み
ず
ほ
苑
（
秋
田
市
山
王
）

◇
受
付
期
間

　
５
月
28
日
〜
６
月
８
日

　
　
　（
持
参
ま
た
は
郵
送
）

◇
申
請
書
提
出
先

　
秋
田
県
消
防
設
備
保
守
協
会
　

秋
田
市
中
通
６
―
７
―
９

℡
０
１
８
―
８
３
５
―
５
８
８
０

◇
受
講
料
　
一
〇
、
五
四
〇
円

　
　
　
　（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

二
、
平
成
13
年
度
消
防
設
備
士
講

　
習
の
実
施
に
つ
い
て

◇
免
状
種
類
及
び
講
習
日

（
消
火
設
備
）

　
甲
種
一
〜
三
類
・
乙
種
一
〜
三

　
類
　
７
月
23
日

（
警
報
設
備
）

　
甲
種
四
類
・
乙
種
四
、
七
類

　
　
　
７
月
25
日
、
26
日

（
避
難
設
備
・
消
火
器
）

　
甲
種
五
類
・
乙
種
五
、
六
類

　
　
　
７
月
27
日

◇
講
習
会
場

　
　
秋
田
市
文
化
会
館

◇
受
付
期
間

　
６
月
25
日
〜
７
月
６
日

　
　
　（
持
参
ま
た
は
郵
送
）

◇
申
請
書
提
出
先

　
秋
田
県
消
防
設
備
保
守
協
会
　

　
秋
田
市
中
通
６
―
７
―
９

℡
０
１
８
―
８
３
５
―
５
８
８
０

　
◇
受
講
料
　
七
、
〇
〇
〇
円
（
秋

　
田
県
証
紙
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

三
、
平
成
13
年
度
第
２
回

　
　
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
案
内

◇
試
験
の
種
類
、
期
日
、
受
験
者
　

の
範
囲
及
び
試
験
会
場

◎
全
種
類

　
平
成
13
年
９
月
２
日
（
日
）

　
一
般
、
高
等
学
校
生
徒
対
象

　
秋
田
経
済
法
科
大
学

　
秋
田
桂
城
短
期
大
学

　
由
利
工
業
高
等
学
校
他

◇
願
書
受
付
期
間

　
平
成
13
年
６
月
26
日
（
火
）
〜
　

　
７
月
２
日
（
月
）

◇
受
験
手
数
料

　
甲
種
　
五
、
〇
〇
〇
円

　
乙
種
　
三
、
四
〇
〇
円

　
丙
種
　
二
、
七
〇
〇
円

※
受
験
申
請
書
等
は
消
防
署
に
あ

　
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
消

　
防
署
に
問
合
せ
て
下
さ
い
。

（
矢
島
地
区
消
防
組
合
消
防
署
）

ご
近
所
情
報

■
菖
蒲
ま
つ
り
（
本
荘
市
）

◇
月
日
　
６
月
23
日
〜
７
月
１
日

◇
場
所
　
　
本
荘
市
菖
蒲
公
園

◇
問
い
合
わ
せ
先

本
荘
市
観
光
協
会
24
―
３
３
２
１

■
第
６
回
「
秋
田
草
刈
唄
全
国
大

　
会
ｉ
ｎ
に
か
ほ
」（
仁
賀
保
町
）

◇
日
時
　
６
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
よ
り

◇
場
所
　
仁
賀
保
町
勤
労
青
少
年

　
　
　
　
ホ
ー
ム

◇
入
場
料
　
五
〇
〇
円

　
　
　
　（
当
日
会
場
に
て
）

◇
問
い
合
わ
せ
先

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

仁
賀
保
町
公
民
館
32
―
３
１
５
０

■
創
立
30
周
年
記
念

　
　
コ
ロ
ニ
ー
祭
（
西
目
町
）

◇
日
時
　
６
月
17
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

◇
場
所
　
コ
ロ
ニ
ー
中
央
公
園

◇
内
容

◎
あ
べ
十
全
さ
ん
司
会
に
よ
る
芸

　
能
発
表

・
浅
野
梅
若
社
中
の
民
謡
、
踊
り

・
西
目
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏

・
由
利
高
民
謡
部
歌
と
踊
り

◎
即
売
会
及
び
出
店

・
各
種
花
苗
、
焼
き
物
、
軍
手
、
木

　
工
製
品
他
。
花
の
寄
せ
植
え
プ

　
ラ
ン
タ
ー
を
５
０
０
円
で
販
売

・
麺
類
、
焼
き
鳥
、
お
で
ん
、
ハ
ー

　
ブ
製
品
他

◇
お
問
い
合
わ
せ

コ
ロ
ニ
ー
企
画
調
整
課
　
和
田

　
　
　
　
　
℡
３
３
―
４
５
２
８

暮
ら
し
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

梅
の
手
作
り
調
味
料

●
梅
じ
ょ
う
ゆ

　
青
梅
は
新
鮮
で
固
い
も
の
選
び

き
れ
い
に
洗
っ
て
水
気
を
ふ
く
。

煮
沸
消
毒
し
て
乾
か
し
た
ビ
ン
に

梅
を
入
れ
、
し
ょ
う
ゆ
を
ひ
た
ひ

た
に
か
ぶ
る
く
ら
い
に
注
い
で

し
っ
か
り
ふ
た
を
し
冷
蔵
庫
へ
。

一
ヶ
月
ほ
ど
で
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
そ
う

め
ん
つ
ゆ
の
隠
し
味
程
度
に
使
う

と
さ
わ
や
か
な
味
わ
い
に
な
り
ま

す
。

●
梅
子
醤
（
メ
イ
ツ
ー
ジ
ャ
ン
）

　
梅
干
の
種
を
と
り
、
果
肉
を
鍋

に
入
れ
水
を
注
ぎ
、
木
べ
ら
で
細

か
く
つ
き
な
が
ら
混
ぜ
る
。
砂
糖

を
加
え
て
と
ろ
り
と
滑
ら
か
に
な

る
ま
で
煮
詰
め
る
。
ゆ
で
た
豚
肉

や
鶏
肉
を
和
え
た
り
、
揚
げ
た
肉

や
魚
の
つ
け
だ
れ
に
。
油
に
よ
く

合
い
ま
す
。


